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没後400年
島津義弘ゆかりの地を辿る
NPO法人 かごしま探検の会 代表理事 東川 隆太郎
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　島津義弘は、文禄4（1595）年に栗野から帖佐に居を移
した。その際居館となった場所は現在稲荷神社が建立され
ているが、その北東に帖佐八幡神社は位置している。当社
は、かつて新正八幡宮とも呼ばれ、創建は弘安年中（1278
～88年）に遡るとされている。御祭神は石清水八幡宮から
分霊したとされ、応神天皇や神功皇后などである。
　当社のある場所は標高が約125メートルあり、創建当時
に地域を治めていた平山氏が城を築き、平山城と称されて
いた。戦国期には、幾度となく戦乱の場となり、義弘の祖
父である島津忠良や父の貴久も平山城を攻略している。そ
して永禄8（1565）年に、義弘の従弟にあたる以久が帖
佐地頭となった。当時の城の縄張りを示す曲輪や空堀など
も残り、当城の麓に義弘が居館とした帖佐舘がある。
　さて、文禄4年に帖佐に移った義弘は、朝鮮出兵に際し
て八幡神社に戦勝祈願を行い、八流の幡を奉納している。
また関ヶ原の戦いに際しては、三十六歌仙額が奉納されて
いる。これは、鎌倉時代に藤原公任によって選ばれた三十

六人の歌仙が歌一首とともに額に描かれたもので、小野
小町や在原業平などが歌とともに描かれている。かつて
はこの歌仙絵も神社の拝殿に飾られていたが、保護のた
めに現在は姶良市歴史民俗資料館に保管されている。義
弘は、他にも当社の松原浦までの浜下り行事も催行する
など、篤く信仰してようである。
　八幡神社には別当寺として増長院もあり、現在の神社
の社殿と隣接した場所にあったとされている。ご本尊は
阿弥陀如来像で、帖佐郷の祈願所として信仰されたが、
現在は廃寺となっている。当寺の住職を務めていた頼雄
法印は、朝鮮出兵の際には義弘の陣僧として従軍してい
る。こうした住職らの墓は、八幡神社の駐車所付近に僧
侶墓として保存されている。
　神社境内は、目を見張るような大銀杏や巨樹が立ち並
び、荘厳な雰囲気である。是非、義弘を偲びながら訪れ
てほしい場所である。
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所

期日 件　　名

全国商工会議所女性連合会全国大会　～9/7迄　於：鹿児島アリーナ　他

第217回珠算・第127回段位認定試験申し込み締切

第110回下級珠算・暗算検定試験申し込み受付開始(～11/7迄)　　

かごしま検定　第39回マスター、第37回シニアマスター試験　於：14階　他
ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於:13階

1 日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

水

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

※予定は変更になる場合があります。

9   

快進撃企業に学べ20

部会・委員会活動報告18
食品・一次産業部会、観光・飲食・交流部会合同委員研修会
情報・文化部会、観光・飲食・交流部会合同視察研修
商業部会委員研修会

帖佐中
別府川

帖佐小

帖佐稲荷神社

鍋倉八幡神社

姶良郵便局
九州自

動車道

42

第43回福祉住環境コーディネーター検定試験　申し込み受付開始(～10/11迄)

第47回カラーコーディネーター検定試験　申し込み受付開始(～10/18迄)

第46回ビジネス実務法務検定試験申し込み受付開始(～10/25迄)

◆帖佐八幡神社・平山城跡 (姶良市鍋島)
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消費税
軽減税率制度
導入対策

　今年10月1日から消費税の
税率が10％に引き上げられる
とともに、食料品など一部品目
の税率を8％とする「消費税軽
減税率制度」が導入されます。
　本誌では、全3回シリーズで
「消費税軽減税率制度」につい
て連載致します。
　 第 3 回 目 と な る 今 回 は
「キャッシュレス決済のメリッ
トと売上アップの仕組みづく
り」について、税理士の森田純
弘氏に解説して頂きました。

〔
1
〕キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
体
験

〔
2
〕キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
種
類

キャッシュレス決済のメリットと
売上アップの仕組みづくり

　
初
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
経

験
し
た
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
就
職
直

後
の
こ
と
で
す
か
ら

30
年
以
上
も
前
で

す
。
郵
便
局
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と

デ
パ
ー
ト
の
提
携
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
す
。会
費
無
料
と
後
払
い
、ポ
イ
ン
ト

が
付
く
と
い
う
の
が
魅
力
で
す
。
今
で

は
様
々
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
登

場
し
て
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
良

い
便
利
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
現
金
を
使
い
ま
せ
ん
。

　
５
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ス
ー
パ
ー
で

買
い
物
を
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
少
額

で
し
た
が
、
現
金
は
使
え
ず
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ら
Ｏ
Ｋ
で
し
た
。ま
た
、中

国
に
行
く
た
び
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が

進
ん
で
い
る
の
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
現
在
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

発
展
途
上
国
だ
と
思
い
ま
す
。
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
と
と
も
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
推
進
が
政
策
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
と
そ
の
推
進
政
策
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
買
い
物
時

に
現
金
を
使
わ
ず
に
支
払
い
を
す
る
方

法
で
す
。
前
払
的
、
即
時
的
、
後
払
的
な

も
の
が
あ
り
、
主
な
も
の
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者

は
色
々
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
選

択
で
き
ま
す
。

（
１
）ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド

　
①
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
代
金
を
後
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
こ
と
で
す
。

単
に
カ
ー
ド
払
い
と
い
う
表
現
が
な
さ

れ
ま
す
。

　
②
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
主
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発

行
す
る
即
時
払
い
の
カ
ー
ド
で
、
買
い

物
等
と
同
時
に
口
座
の
お
金
が
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

（
2
）電
子
マ
ネ
ー

　
前
払
的
な
も
の
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る

チ
ャ
ー
ジ
と
い
う
表
現
が
さ
れ
ま
す

が
、
事
前
に
専
用
の
カ
ー
ド
や
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
現
金
や
預

金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
積
立
を

す
る
の
が
特
徴
で
す
。Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
、

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
等
の
交
通
系
や
Ｅ
ｄ
ｙ
、

Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
等
の
流
通

系
が
あ
り
ま
す
。

（
3
）Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
一
見
パ
ズ
ル
の
よ
う

な
も
の
で
す
が
、そ
れ
を
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
撮
影
機
能
で
決
済

し
ま
す
。Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、Ｌ
I
N
E
Ｐ

ａ
ｙ
、Ｐ
a
y
ど
ん
等
が
あ
り
ま
す
。

（
4
）そ
の
他

　
最
近
で
は
、
モ
バ
イ
ル
決
済
と
し
て

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
以
外
に
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
専
用
の

店
舗
の
読
み
取
り
機
で
決
済
す
る
も
の

や
カ
ー
ド
払
い
の
変
形
と
し
て
ｉ
Ｄ
や

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
ａ
ｙ
等
が
あ
り
ま
す
。
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〔
3
〕キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　
決
済
の
メ
リ
ッ
ト

〔
4
〕キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
者
還
元
事
業

図1. キャッシュレス・消費者還元事業の加盟店登録の流れ（出典：キャッシュレス・消費者還元事業）

（
1
）一
般
的
な
メ
リ
ッ
ト

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
事
業
者
も
消
費
者
も
手
持
ち
現
金

が
少
な
く
て
済
む
こ
と
で
す
。
手
数
料

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
現
金

を
扱
う
手
間
や
ス
ト
レ
ス
を
考
え
れ

ば
、
案
外
安
い
コ
ス
ト
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、利
用
の
経
歴
が
残
る
の
で
取

引
の
内
容
を
確
認
で
き
た
り
、
そ
の
ま

ま
帳
簿
化
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
る
の
で
、消
費
を
促
し
、事

業
者
に
と
っ
て
も
集
客
力
が
あ
が
り
売

上
げ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。実
際
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が

使
え
る
こ
と
を
店
舗
選
び
の
基
準
と
し

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
私
自
身
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て

い
ま
す
し
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
買
い
物
を

す
る
場
合
や
航
空
券
や
Ｊ
Ｒ
の
乗
車
券

の
購
入
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
の

方
が
お
得
で
す
。
私
の
事
務
所
の
支
払

い
も
カ
ー
ド
払
い
が
可
能
で
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
で
海
外
か
ら
日
本

へ
の
観
光
客
は
増
え
て
お
り
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
需
要
は
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
2
）中
小
・
小
規
模
事
業
者
政
策

　
国
の
政
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
者
還
元
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
た
め
の

端
末
本
体
と
設
置
費
用
な
ど
に
対
す
る

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
無
料
で

端
末
を
導
入
で
き
ま
す
。そ
の
他
、加
盟

店
の
手
数
料
の
補
助
や
消
費
者
還
元
ポ

イ
ン
ト
の
補
助
が
な
さ
れ
集
客
力
が
上

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
１
）事
業
の
趣
旨

　
こ
の
事
業
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
に

伴
い
、
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
に
よ
る
生
産
性

向
上
や
消
費
者
の
利
便
性
向
上
の
観
点

も
含
め
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
を
使
っ
た
ポ
イ

ン
ト
還
元
を
支
援
し
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
ポ
イ
ン
ト
還
元
で
あ
っ
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
や
現
金
還
元
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

（
2
）実
施
期
間

　
令
和
元
年

10
月
１
日
よ
り
９
か
月
間

︵
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
︶

（
3
）支
援
内
容

　
支
援
内
容
は
、
最
終
的
に
消
費
者
が

手
に
す
る
還
元
ポ
イ
ン
ト
相
当
額

︵
５
％
又
は
２
％
︶と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

シ
ス
テ
ム
の
導
入
コ
ス
ト
で
す
。

①
　
一
般
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

︵
イ
︶消
費
者
還
元
５
％

︵
ロ
︶
決
済
手
数
料
３
・
２
５
％
以
下
へ

の
引
下
げ
を
条
件
と
し
、
更
に
国

が
そ
の
１
／
３
を
補
助

︵
ハ
︶中
小
企
業
の
負
担
ゼ
ロ
で
端
末
導

入︵
１
／
３
を
決
済
事
業
者
、残
り

２
／
３
を
国
が
補
助
︶

②
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
等

　
消
費
者
還
元
２
％

　︵
①︵
ロ
︶︵
ハ
︶は
対
象
外
︶

※
た
だ
し
、
前
回
の
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
は
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
加
速
は
時

代
の
流
れ
で
す
。
店
舗
で
の
支
払
い
の

列
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
回
転
が
早
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
金
の

や
り
取
り
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
駅
の
改
札
で
切
符
を
買
う
こ
と

も
少
な
く
な
り
、
自
動
販
売
機
で
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
進
ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
現
金
の
み

の
店
舗
は
皆
無
に
近
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
は
、
コ
ス
ト
を
超
え
る
売
上
げ
を
も

た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

︵
森
田
純
弘
税
理
士
︶
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消費税軽減税率制度導入対策

〔
5
〕展
望

図2. キャッシュレス・消費者還元事業の概要（出典：キャッシュレス・消費者還元事業）

（
1
）一
般
的
な
メ
リ
ッ
ト

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
事
業
者
も
消
費
者
も
手
持
ち
現
金

が
少
な
く
て
済
む
こ
と
で
す
。
手
数
料

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
現
金

を
扱
う
手
間
や
ス
ト
レ
ス
を
考
え
れ

ば
、
案
外
安
い
コ
ス
ト
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、利
用
の
経
歴
が
残
る
の
で
取

引
の
内
容
を
確
認
で
き
た
り
、
そ
の
ま

ま
帳
簿
化
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
る
の
で
、消
費
を
促
し
、事

業
者
に
と
っ
て
も
集
客
力
が
あ
が
り
売

上
げ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。実
際
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が

使
え
る
こ
と
を
店
舗
選
び
の
基
準
と
し

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
私
自
身
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て

い
ま
す
し
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
買
い
物
を

す
る
場
合
や
航
空
券
や
Ｊ
Ｒ
の
乗
車
券

の
購
入
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
の

方
が
お
得
で
す
。
私
の
事
務
所
の
支
払

い
も
カ
ー
ド
払
い
が
可
能
で
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
で
海
外
か
ら
日
本

へ
の
観
光
客
は
増
え
て
お
り
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
需
要
は
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
2
）中
小
・
小
規
模
事
業
者
政
策

　
国
の
政
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
者
還
元
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
た
め
の

端
末
本
体
と
設
置
費
用
な
ど
に
対
す
る

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
無
料
で

端
末
を
導
入
で
き
ま
す
。そ
の
他
、加
盟

店
の
手
数
料
の
補
助
や
消
費
者
還
元
ポ

イ
ン
ト
の
補
助
が
な
さ
れ
集
客
力
が
上

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
１
）事
業
の
趣
旨

　
こ
の
事
業
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
に

伴
い
、
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
に
よ
る
生
産
性

向
上
や
消
費
者
の
利
便
性
向
上
の
観
点

も
含
め
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
を
使
っ
た
ポ
イ

ン
ト
還
元
を
支
援
し
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
ポ
イ
ン
ト
還
元
で
あ
っ
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
や
現
金
還
元
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

（
2
）実
施
期
間

　
令
和
元
年

10
月
１
日
よ
り
９
か
月
間

︵
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
︶

（
3
）支
援
内
容

　
支
援
内
容
は
、
最
終
的
に
消
費
者
が

手
に
す
る
還
元
ポ
イ
ン
ト
相
当
額

︵
５
％
又
は
２
％
︶と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

シ
ス
テ
ム
の
導
入
コ
ス
ト
で
す
。

①
　
一
般
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

︵
イ
︶消
費
者
還
元
５
％

︵
ロ
︶
決
済
手
数
料
３
・
２
５
％
以
下
へ

の
引
下
げ
を
条
件
と
し
、
更
に
国

が
そ
の
１
／
３
を
補
助

︵
ハ
︶中
小
企
業
の
負
担
ゼ
ロ
で
端
末
導

入︵
１
／
３
を
決
済
事
業
者
、残
り

２
／
３
を
国
が
補
助
︶

②
　
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
等

　
消
費
者
還
元
２
％

　︵
①︵
ロ
︶︵
ハ
︶は
対
象
外
︶

※
た
だ
し
、
前
回
の
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
は
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
加
速
は
時

代
の
流
れ
で
す
。
店
舗
で
の
支
払
い
の

列
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
回
転
が
早
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
金
の

や
り
取
り
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
駅
の
改
札
で
切
符
を
買
う
こ
と

も
少
な
く
な
り
、
自
動
販
売
機
で
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
進
ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
現
金
の
み

の
店
舗
は
皆
無
に
近
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
は
、
コ
ス
ト
を
超
え
る
売
上
げ
を
も

た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

︵
森
田
純
弘
税
理
士
︶
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TALK

世
界
の
人
に
選
ん
で
も
ら
え
る
鹿
児
島
県
に
、
オ
ー
ル
鹿
児
島
で
魅
力
を
発
信

QA

QA

QA

こば のぶひと さん（58歳）
鹿児島県日置市出身
1983年4月　鹿児島県入庁
2009年4月　いちき串木野市 副市長
2012年4月　鹿児島県 教育委員会学校施設課長
2014年4月　鹿児島県 環境林務部地球温暖化対策課長
2015年7月　鹿児島県 商工労働水産部雇用労政課長
2016年4月　鹿児島県 企画部次長
2018年4月　鹿児島県 危機管理局長
2019年4月　鹿児島県 PR・観光戦略部長

鹿児島県 PR・観光戦略部

部長 木場 信人さん

TALK

　
Ｐ
Ｒ
・
観
光
戦
略
部
と
は
、
ど
の
よ

う
な
部
署
で
す
か
？

　
部
内
に
は
４
つ
の
課
が
あ
り
、
県
外

に
向
け
て
鹿
児
島
県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
、
広
報
・
広
聴
活
動
、
観
光
振
興
、

国
際
交
流
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
﹁
新
鹿
児
島
Ｐ
Ｒ
戦

略
﹂
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
鹿
児

島
県
の
魅
力
を
発
信
。
﹁
県
民
が
誇
り
、

県
外
が
憧
れ
る
、
選
ば
れ
る
鹿
児
島
県

〜
人
々
に
驚
き
と
感
動
を
与
え
る
鹿
児

島
県
〜
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
動
い

て
い
ま
す

　
こ
の
中
で
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
で

す
。
世
の
中
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

中
で
、
時
流
を
読
み
取
っ
て
常
に
先
手
を

打
っ
て
い
く
。
も
う
一
つ
は
、
伝
え
た
い

こ
と
を
伝
え
た
い
相
手
に
し
っ
か
り
届
け

る
こ
と
。
誰
に
向
け
て
の
も
の
な
の
か
を

明
確
に
し
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
手
段

が
有
効
な
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
る
。
相

手
の
心
に
響
く
に
は
、
言
葉
は
﹁
易
し
く
、

面
白
く
、
奥
深
く
﹂
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
、
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

　
２
０
１
８
年
は
、
明
治
維
新
１
５
０
年

や
﹃
西
郷
ど
ん
﹄
効
果
も
あ
っ
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
言
わ
れ

て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
の
翌
年
の
大
き
な
反

動
減
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
勢
い
を
保
ち
、

さ
ら
に
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
昨
年
以

上
の
イ
ベ
ン
ト
や
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
は
国
民
体
育
大
会
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
奄
美
の
世
界
自

然
遺
産
の
登
録
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
う

ま
く
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
︵
外
国
か
ら
の
観
光

客
︶
も
こ
こ
数
年
で
大
幅
に
伸
び
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
受
け
入
れ
の
た
め
の

環
境
整
備
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
大
型
客
船
の
寄

港
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
港
か
ら
バ
ス
で

観
光
に
出
る
際
に
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
課
題

を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
だ
け
で
な
く
、
鹿
児
島
に
住
む
外

国
人
も
増
加
。
県
民
と
外
国
人
と
の
間
で

お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
共
生
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
国
際
交
流
を
よ
り
深
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
鹿
児
島
市
と
共

同
で
国
際
交
流
拠
点
施
設
を
建
設
中
で
、

２
０
２
０
年
４
月
に
開
館
予
定
で
す
。

　
今
後
の
展
望
は
？

　
鹿
児
島
県
は
食
べ
も
の
も
自
然
も
文
化

も
魅
力
的
で
、
い
い
温
泉
も
あ
ち
こ
ち
に

あ
り
ま
す
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
そ
の
一
例
と
し
て
、
焼
酎
を
世
界
に
売

り
込
む
取
り
組
み
も
進
行
中
。
鹿
児
島
の

本
格
焼
酎
は
、
質
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
す
。
し
か
し
、
海
外
で
は
、
ま
だ
あ

ま
り
飲
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
格
焼
酎
を

﹁
世
界
の
蒸
留
酒
﹂
と
し
て
定
着
さ
せ
た

い
で
す
ね
。
焼
酎
は
文
化
で
も
あ
り
、
鹿

児
島
の
イ
メ
ー
ジ
も
い
っ
し
ょ
に
輸
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
料
を
地
元
で
栽

培
す
る
な
ど
産
業
と
し
て
の
裾
野
も
広
く
、

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
み
な
さ
ま
と
一

丸
と
な
っ
て
﹁
オ
ー
ル
鹿
児
島
﹂
で
取
り

組
み
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
、
鹿
児
島
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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おぎおんさぁ開催報告　

　
鹿
児
島
の
夏
の
風
物
詩
”お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
“が
、今
年
も
７
月
20
日︵
土
︶か
ら
21
日

︵
日
︶に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
日
と
も
に
、急
激
に
変
化
す
る
悪
天
候
の
な

か
、宵
祭
り
は
場
所
を
変
更
し
て
、本
祭
は
、ご
神
幸
行
列
は
中
止
し
た
も
の
の
、祭

事
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
写
真
で

報
告
致
し
ま
す
と
と
も
に
、ご
支
援
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宵
祭
の
日
は
、八
坂
神
社
で
社
頭
祭
を
行
っ
た
後
、神
輿
６
基
に
よ
る
宮
出
し
を

実
施
し
ま
し
た
。出
発
式
終
了
後
、大
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、八
坂
神
社
を
出
発
し

た
お
神
輿
は
鹿
児
島
駅
、易
居
町
商
店
街
等
を
通
っ
て
天
文
館
に
到
着
。天
文
館
で

は
、ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
が
く
ま
な
く
練
り
歩
き
ま
し
た
。夕
方
か

ら
予
定
し
て
い
た
縁
日
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、会
場
を
”ぴ
ら
も
ー
る
“
に
移

し
て
実
施
し
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
本
祭
の
日
は
、ご
神
幸
行
列
出
発
の
直
前
ま
で
、実
施
す
る
方
向
で
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
が
、午
前
11
時
時
点
の
気
象
予
報
で
激
し
い
雨
が
降
り
続
く
確
率
が

高
ま
っ
た
た
め
、神
事
は
予
定
通
り
執
り
行
い
、そ
の
後
の
ご
神
幸
行
列
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
頂
い
て
い
た
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、来
年
の

開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、今
年
の
”お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
“
に
ご
寄
付
を
頂
い
た
皆
様
、ご
協
賛
を
頂
い

た
皆
様
、扇
子
を
購
入
し
て
頂
い
た
皆
様
、そ
の
他
に
も
”お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
“
の
実
施

に
向
け
て
お
力
添
え
頂
い
た
関
係
の
皆
様
へ
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度

本
祭
は
、
ご
神
幸
行
列
は
中
止
し
、

中
央
公
園
で
祭
事
を
実
施

宵
祭
7

20
土

▲お祓いを受ける各神輿の頭たち

▲照国表参道での神輿練り ▲顔出しパネルも人気でした ▲ステージではご神幸行列紹介や様々な演奏を披露

▲ふれ太鼓が会場を盛り上げました ▲多くの親子連れが縁日・
　飲食コーナーを訪れました

▲島唄を披露

▲宮出し
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ご
支
援
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
企
業
、団
体
　
岩
崎
産
業
、
南
海
食
品
、
南

生
建
設
、
鹿
児
島
ビ
ル
不
動
産
、
高
島
屋
開

発
、
鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
山
形
屋
、
セ
イ

カ
食
品
、鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、日
本

ガ
ス
、鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
、鹿
児
島
信
用
金

庫
、
南
日
本
新
聞
社
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
、鹿
児
島
銀
行
、九
州
電
力
、南
日
本
放
送
、

南
国
殖
産
、
城
山
観
光
、
本
坊
酒
造
、
Ｍ
ｉ
ｓ

ｕ
ｍ
ｉ
、
南
日
本
銀
行
、
マ
ル
エ
ー
フ
ェ

リ
ー
、
伊
田
食
品
、
今
別
府
産
業
、
い
わ
さ
き

ホ
テ
ル
ズ
、
明
石
屋
菓
子
店
、
山
形
屋
ス
ト

ア
、金
生
産
業
、カ
ク
イ
、鹿
児
島
海
陸
運
送
、

カ
ワ
イ
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
鹿
児
島
、
小
牧
建

設
、小
正
醸
造
、フ
タ
バ
、太
陽
運
輸
倉
庫
、寿

福
産
業
、ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
鹿
児
島
、共

進
組
、
東
条
設
計
、
長
島
商
事
、
ホ
テ
ル
中
原

別
荘
、
ナ
カ
ム
ラ
自
動
車
、
西
川
海
陸
輸
送
、

日
能
研
九
州
、
い
わ
さ
き
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、ハ
ニ
、馬
場
製
菓
、ハ
ル
タ
、大
福
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、藤
絹
、大
正
観
光
、鹿
児
島
交
通
、

明
興
テ
ク
ノ
ス
、
米
盛
建
設
、
押
井
会
計
、
南

九
州
レ
ン
タ
リ
ー
シ
ン
グ
、
南
日
本
総
合

サ
ー
ビ
ス
、日
本
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、白
露
酒

造
、
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ニ
シ
ム

タ
、
日
本
観
光
、
マ
リ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ン
、
岩
崎

育
英
文
化
財
団
、白
露
カ
ン
パ
ニ
ー
、鹿
児
島

日
産
自
動
車
、九
州
旅
客
鉄
道
、エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
す
ず
ら
ん
、鹿
児
島
国
際
観
光
、鹿
児
島
県

経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、積
善
社
、サ
ザ

ン
ブ
ラ
ス
、タ
イ
ヨ
ー
、Ｋ
Ｃ
Ｒ
、昭
和
興
産
、

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
鹿
児
島
、
鹿
児
島
中
央
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
、
坂
元
醸
造
、
肥
後
銀
行
、
白
露

酒
販
、南
九
州
日
野
自
動
車
、南
九
州
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、島
津
興
業
、鹿
児
島
讀
賣
テ

レ
ビ
、鹿
児
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
、鹿
児
島
ヨ
コ

ハ
マ
タ
イ
ヤ
、
ナ
カ
ム
ラ
、
新
留
土
木
、
西
酒

造
、
鹿
児
島
交
通
観
光
、
ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
、

南
国
交
通
、
三
洋
工
機
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
シ

テ
ィ
、
南
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鹿
児
島
放

送
、
鹿
児
島
中
央
青
果
、
清
友
、
ア
ク
サ
生
命

保
険
、
鹿
児
島
製
茶
、
丸
屋
本
社
、
Ｊ
Ｘ
喜
入

石
油
基
地
、
鹿
児
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
、
中
川
運

輸
、丸
徳
産
業
、下
堂
園
、鹿
児
島
酸
素
、小
園

硝
子
商
会
、鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会
、鹿
児

島
県
銀
行
協
会
、
末
よ
し
、
南
洲
館
、
三
菱
電

機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、星
光
ビ
ル
管
理
、

エ
フ
エ
ム
鹿
児
島
、イ
オ
ン
九
州
、読
売
鹿
児

島
広
告
社
、和
田
久
法
律
事
務
所
、末
永
法
律

事
務
所
、
仁
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
信
和
税
理
士
法

人
、
野
田
・
馬
場
法
律
事
務
所
、
井
後
眼
科
、

エ
ー
コ
ー
プ
鹿
児
島
、
よ
し
ふ
く
法
務
事
務

所
、こ
う
か
き
建
設
、野
村
証
券
、笹
原
商
事
、

甲
南
総
合
会
計
、
全
日
本
空
輸
、
薩
摩
酒
造
、

光
学
堂
、駒
寿
謙
次
税
理
士
事
務
所
、日
本
航

空
、
菊
川
鉄
工
、
鹿
児
島
船
用
品
、
鹿
児
島
シ

テ
ィ
エ
フ
エ
ム
、Ｋ
‐
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、ド
コ
モ

本
祭
7

21
日

▲神事を見守る関係者の皆様 ▲着幸祭

▲女神輿も参加 ▲盛り上がりを見せた総練り ▲中央公園での神輿練りの様子



8アイム【2019年9月】

おぎおんさぁ開催報告　

Ｃ
Ｓ
九
州
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
九
州
、

理
容
室
ピ
ー
ス
、九
州
パ
ト
ロ
ー
ル
、鹿
児

島
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
、南
国
警
備
、鹿
児

島
県
観
光
連
盟
、ワ
カ
マ
ツ
自
動
車
、ホ
テ

ル
ビ
ッ
グ
マ
リ
ン
奄
美
、ソ
ワ
レ
・
ド
・
フ

ル
ー
ル
、ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
鹿
児
島
、慈
風

会
、日
本
旅
行
、プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ビ
コ
ー

ズ
、Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
、Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｅ
、天
文
館
、エ
ス
・
パ
ッ
ク
ス
、三
井
住

友
海
上
火
災
保
険
、モ
リ
不
動
産
鑑
定
事

務
所
、Ｈ
Ｒ 

Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
、パ
ロ
マ
、リ
ン

ナ
イ
、タ
カ
ギ
、パ
ー
パ
ス
、ス
リ
ー
イ
ン 

ホ
テ
ル
ア
ー
ビ
ッ
ク
鹿
児
島
、新
生
社
印

刷
、天
文
館
通
り
繁
華
街
協
同
組
合
、サ
ン

キ
ュ
ー
カ
ッ
ト
鹿
児
島
、
サ
ナ
ス
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
、魚
家
、さ
つ
ま
路
、プ
ラ
イ
ム

ア
シ
ス
タ
ン
ス
、マ
ン
ボ
ウ
・
サ
ー
ビ
ス
、

竹
迫
温
泉
、あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
、し
ん
ぷ
く
、プ
ラ
ス
エ
ス
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン 

マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
島
津
重
富

荘
、マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
ト
、ア
ッ
プ
進
学
館
、

ア
ッ
プ
保
育
園
、太
洋
花
火
、西
原
商
会
、

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
、森
三
、扇
屋
本
店
、お
仏

壇
の
久
保
仁
、ソ
ワ
レ
・
ド
・
パ
リ
、か
わ
ち

印
刷
、
テ
ィ
ア
ン
ド
エ
ム
フ
ー
ズ
、
ワ
イ

ズ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

橋
、シ
ョ
ー
ワ
、南
日
観
光
、サ
ン
ケ
イ
化

学
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ

パ
ン
、か
ら
あ
げ
本
舗
、鹿
児
島
県
火
災
共

済
協
同
組
合
、舞
研
、プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
、久
永
、ワ
ー
ル

ド
サ
ン
フ
ー
ズ
、ア
サ
ヒ
物
流
、ア
ト
ラ
ス

総
合
事
務
所
、ア
ル
バ
ス
広
告
デ
ザ
イ
ン
、

い
こ
ま
印
刷
、協
和
建
設
、Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
、司

法
書
士
事
務
所
ひ
な
た
、白
男
川
薬
局
、Ｂ

ｌ
ｕ
ｅ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｅ
ｌ
、
美
紀
、
鹿
児
島
興

業
信
用
組
合
、新
聖
都
市
開
発
、城
山
ス
ト

ア
ー
、南
九
州
酒
販
、日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
う
な
ぎ
の
や
ま
げ
ん
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
、フ
レ
ッ
シ
ュ
青
果
、南
日
本
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
、昭
光
堂
、南
日
本
リ
ビ
ン
グ
新

聞
社
、
フ
ァ
ー
ス
ト
警
備
、
エ
ム
・
エ
ム
・

シ
ー
、米
盛
病
院
、三
井
住
友
銀
行
、中
央

工
業
、
ソ
フ
ト
流
通
セ
ン
タ
ー
、
七
呂
建

設
、サ
ン
プ
ラ
ス
ワ
ン
、山
之
内
庭
園
、ウ

エ
ム
ラ
、
サ
イ
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
、
鹿
児
島

カ
ー
ド
、Ｉ
Ｈ
Ｉ
、大
成
建
設
、甲
進
、レ
ム

鹿
児
島
、吉
田
経
営
、損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
、高
原
ミ
ネ
ラ
ル
、商
工
組
合
中

央
金
庫
、鹿
児
島
県
医
師
協
同
組
合
、日
進

印
刷
、福
徳
ビ
ル
、外
薗
運
輸
機
工
、出
水

運
輸
セ
ン
タ
ー
、
金
峰
、
コ
ー
ア
ガ
ス
日

本
、東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
、南
日
本
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
九
州
高

圧
、鹿
児
島
法
人
会
、Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ａ
、吾
愛

人
、名
山
き
み
や
、天
文
館
薬
局
、ガ
ス
ト

フ
、
ニ
ュ
ー
バ
ッ
グ
ワ
カ
マ
ツ
、
オ
オ
ミ

ヤ
、
輝
広
、
鹿
児
島
市
防
衛
協
会
青
年
部

会
、宮
内
洋
行
、エ
ネ
サ
イ
ト
、大
気
社
、下

荒
田
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
、佐
伯
中
小
企
業

診
断
士
事
務
所
、て
ん
や
笑
神
、小
林
ド
ラ

イ
、も
と
む
ら
整
骨
院
、観
光
自
動
車
、き

ん
ぎ
ょ
、フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
ク
リ
ュ
、緒
方
匠

会
、
ス
ズ
企
画
、
徳
田
屋
、
高
橋
商
事
、
ス

イ
ー
ト
ス
イ
ー
ツ
、Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
、美

容
室
グ
レ
イ
ス
い
ま
む
ら
、九
州
経
済
研

究
所
、明
和
食
品
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
、ｓ

ｕ
ｎ 

ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
、
フ
ジ
タ
開
発
、
ア

リ
マ
食
品
、の
ぞ
み
、南
ア
カ
デ
ミ
ー
ｉ
Ｂ

Ｓ
外
語
学
院
、畑
野
労
務
管
理
事
務
所
、神

山
裕
人
税
理
士
事
務
所
、Ｄ
＆
Ａ
Ｄ.

Ｃ
Ｏ 

Ｌ
Ｔ
Ｄ
、ゲ
ン
プ
ラ
ン
設
計
、ま
え
は
ら
整

骨
院
、鹿
児
島
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
公
務
員
専

門
学
校
、Ｋ
・
Ｍ
・
Ａ
、赤
帽
小
野
運
送
、堀

下
聖
仁
公
認
会
計
士
事
務
所
、ツ
ボ
ゼ
ン
、

水
渕
電
機
、ウ
ェ
イ
ブ
ロ
ー
ド
、日
本
た
ば

こ
産
業
、フ
ク
ヤ
薬
品
、ク
ラ
ブ 

エ
ー
ス
、

ラ
ウ
ン
ジ 

ビ
ー
、新
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、和
総
、オ
ス
テ
リ
ア
　
ア
ニ
カ
、大

同
食
品
工
場
、リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
八

光
、ノ
ー
リ
ツ
、ト
ラ
ス
ト
パ
ー
ク
、三
井

住
友
信
託
銀
行
、み
ず
ほ
証
券
、中
国
東
方

航
空
、吉
野
写
真
材
料
店
、ベ
ル
ジ
ュ
バ
ン

ス
サ
ロ
ン
い
わ
か
わ
、バ
ン
ビ
ー
ナ
、イ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
、上
塘
組
、み
ず
ほ
銀
行
、

Ａ
Ｒ
Ｓ
、瑛
智
税
理
士
法
人
Ｓ
Ｔ
Ｔ
鹿
児

島
、ク
リ
ア

○
商
店
街
、町
内
会
　
天
文
館
に
ぎ
わ
い

通
商
店
街
、天
神
お
つ
き
や
商
店
街
、参
番

神
輿
保
存
会
、納
屋
通
り
商
店
街
、納
屋
睦

会
、七
番
神
輿
、九
番
神
輿
、四
番
神
輿
、五

番
神
輿
、壱
番
神
輿
、六
番
神
輿
、い
づ
ろ

商
店
街
、天
文
館
本
通
商
店
街
、金
生
町
町

内
会
、八
番
神
輿
末
廣
連
睦
曾
、六
番
神
輿

葵
連
、
下
竜
尾
町
町
内
会
、
高
麗
町
町
内

会
、
新
照
院
町
町
内
会
、
加
治
屋
町
町
内

会
、堀
江
町
町
内
会
、呉
服
町
町
内
会
、泉

町
町
内
会
、名
山
町
町
内
会
、樋
之
口
町
町

内
会
、住
吉
町
町
内
会
、清
水
町
町
内
会
、

西
千
石
町
町
内
会
、東
千
石
町
町
内
会
、千

日
町
町
内
会
、大
黒
町
町
内
会
、平
之
町
町

内
会
、照
国
町
町
内
会
、新
上
橋
電
車
通
り

会
、草
牟
田
通
り
会
、柳
町
町
内
会
、中
町

町
内
会
、中
央
町
町
内
会
、山
之
口
町
町
内

会
、上
本
町
町
内
会
、春
日
町
町
内
会
、皷

川
町
町
内
会
、船
津
町
町
内
会
、天
文
館
千

日
通
り
会

　
こ
の
ほ
か
多
数
の
皆
さ
ま
に
ご
協
賛
を

賜
り
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※
お
こ
と
わ
り

　
一
定
以
上
の
協
賛
を
頂
い
た
企
業
及
び

団
体
な
ど
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。掲
載
順
序
は
順
不
同
で
あ
り
、ご
支
援

の
規
模
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、有

限
会
社
、株
式
会
社
、税
理
士
法
人
、支
店

名
な
ど
の
表
記
は
省
略
し
ま
し
た
。
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議員選挙告知

　
当
商
工
会
議
所
の
第
41
期
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期
議
員
の
選
挙
及
び

選
任
を
左
記
の
日
程
の
と
お
り
実
施
致
し
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
の
議
員
は
、
広
く
商
工
業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
会

員
の
中
か
ら
1
1
5
名
を
選
出
し
ま
す
。議
員
は
、
商
工
会
議
所
法
で
、
１
号
議
員
、

２
号
議
員
、
３
号
議
員
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
や
選
任
方
法
に
つ

い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
選
挙
・
選
任
の
要
領
に
つ
い
て
は
、
会
報
誌
ア
イ
ム
８
月
号
に

　
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

鹿
児
島
商
工
会
議
所
議
員
選
挙
・
選
任
日
程
に
つ
い
て 

第 42 期議員選挙・選任日程

  9日(月)　・ 3号議員選任(臨時議員総会)

18日(水)　・ 2号議員選任の部会所属会員並びに会費持口
　　　　　　数基準日

25日(水)　・ 2号議員の部会別割当定数決定（常議員会）

26日(木)～10月2日(水)
　　　　　・ 2号議員選任（各部会総会）

11日(金)　・ １号議員選挙告示
　　　　　・ 立候補受付開始
　　　　　・ 選挙人名簿縦覧開始

21日(月)　・ 立候補締切
　　　　　・ 選挙人名簿縦覧終了
　　　　　・ 選挙人名簿確定
　　　　　・ １号議員の選挙権を行使するための会費納入
　　　　　　締切　　　　　

25日(金)　・立候補辞退届締切

28日(月)　・１号議員選挙投票予定日

初旬　　　・ 会頭､役員の選任（第42期新議員による臨時
　　　　　　議員総会）

9月

10月

11月



天
文
館
の
街
に
根
付
き
、
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

イ
タ
リ
ア
の
田
舎
料
理
の
魅
力
を

鹿
児
島
の
人
に
伝
え
た
い

お
店
づ
く
り
を
し
て
い
く
中
で

力
に
な
っ
て
く
れ
る
存
在
で
す

キ
ラ
キ
ラ
し
た
天
文
館
で

多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
店
に

　
目
指
し
て
い
る
の
は
、
本
格
的
な
イ
タ

リ
ア
ン
を
気
軽
に
楽
し
め
る
お
店
で
す
。

修
行
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
へ
１
年
半
ほ
ど

行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
ち
ら
の
田
舎

料
理
が
す
ご
く
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
素
朴
な
美
味
し
さ
を
、
鹿
児
島
の
方
に

も
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
海
外
か
ら
取
り
寄

せ
て
い
る
食
材
も
多
い
で
す
が
、
野
菜
な

ど
は
鹿
児
島
の
も
の
を
使
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
旬
の
味
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
お
店
の
オ
ー
プ
ン
は
２
０
１
２
年
。
以

前
は
東
京
で
働
い
て
い
て
、
い
つ
か
は
故

郷
の
鹿
児
島
で
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。
当
初
は
大
黒
町
で

営
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
８
年
８

月
に
現
在
地
に
移
転
。
じ
つ
は
、
こ
こ
は

仮
店
舗
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ご
縁
を

感
じ
て
こ
ち
ら
で
続
け
よ
う
、
と
い
う
こ

と
に
。
そ
れ
で
、
店
舗
を
全
面
改
装
し
て

２
０
１
９
年
７
月
30
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
に
は
、
開
業
し
て
す
ぐ
に

入
会
し
ま
し
た
。
自
分
で
経
営
す
る
と
な

る
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
か

ら
ね
。
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
確
定
申
告
の
た
め
の
記
帳
指
導
も

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
に
関
す
る
相
談
も
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
課
題
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
ち
ら
で
気
づ
い
て

い
な
い
弱
点
も
指
摘
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、

的
確
に
改
善
策
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。と
て
も
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
ね
。

　
例
え
ば
、﹁
夜
の
お
客
様
を
増
や
し
た

い
﹂と
い
っ
た
相
談
を
し
て
い
ま
す
。店
舗

が
２
階
に
あ
っ
て
通
り
か
ら
ち
ょ
っ
と
わ

か
り
に
く
い
、
と
自
分
た
ち
で
も
感
じ
て

い
ま
し
た
。
も
っ
と
目
立
つ
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
商
工
会
議
所
の
担
当

者
も
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
く
れ
て
…
…
そ

う
し
て
、
外
装
の
工
夫
や
看
板
の
設
置
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
資
金
面
に
つ
い
て
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
て
、
今
回
の
店
舗
改
装
に
は
マ
ル
経
融

資︵
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
︶を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
前
の
店
舗
に
比
べ
て
、
現
店
舗
は
繁
華

街
の
中
に
あ
っ
て
人
通
り
が
多
い
。
こ
れ

ま
で
は
、
こ
の
立
地
条
件
の
良
さ
を
活
か

せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仮
店
舗
と
は
い

え
、
看
板
や
外
装
も
さ
さ
や
か
な
も
の
で

し
た
。
道
行
く
人
に
し
っ
か
り
と
気
づ
い

て
も
ら
い
、
ま
ず
は
店
に
入
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
工
夫
し
た
い
。そ
し
て
、満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
美
味

し
い
料
理
を
振
る
舞
い
ま
す
！

　
子
供
の
頃
、
天
文
館
に
来
る
と
気
分
が

高
ま
っ
た
も
の
で
す
。
す
ご
く
キ
ラ
キ
ラ

し
た
感
じ
で
、
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
私
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
特
別
な
街
。
天

文
館
に
自
分
の
店
を
持
て
た
こ
と
に
、
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　﹁
天
文
館
の
あ
の
店
に
行
こ
う
よ
﹂と
い

う
存
在
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
天
文

館
を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
目
的
地
の
一
つ

に
な
れ
れ
ば
、う
れ
し
い
で
す
ね
。

気さくな雰囲気の中で美味しい料理を楽しめる！
天文館ベルク広場のすぐ近くに、人気のイタリア料理店があります。
この夏、店舗を改装。さらなる飛躍を目指します

ば　ば    だいすけ

馬場 大介 さん（36）代表

オステリア アニカ

会員さんクローズアップ

創　　業
2012年
住　　所
鹿児島市中町8-13
重田ビル2F
T E L
099-222-6335
営業時間
11:30～14:30
18:00～21:00
定 休 日
月曜日

この夏に改装。落ち着いた雰囲気の中で本格イタリアン
を味わえます。厨房も広くなりました。

会 員 さ ん 情 報 【オステリア アニカ】

10アイム【2019年9月】

会員さんクローズアップ
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経営相談ガイド

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
一
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
３

※
注
１ 

小
規
模
事
業
者
と
は

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
が

○
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業︵
宿
泊
業
・
娯
楽

業
を
除
く
︶は
５
人
以
下
の
事
業
者

○
建
設
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
業
種
は

20
人
以
下
の
事
業
者

　
マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事
業
者︵
※
注
１
︶

の
方
を
対
象
に
、
当
商
工
会
議
所
が
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
推
薦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
担

保
、
無
保
証
人
、
低
金
利
で
利
用
で
き
る
国
の

融
資
制
度
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
商
品
仕
入
れ
や
諸
経
費
支
払
い
、

設
備
の
導
入
な
ど
の
際
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
資
金
使
途

○
運
転
資
金

　
仕
入
資
金
、
買
掛
金
や
手
形
決
済
資
金
、

従
業
員
賞
与
、
消
費
税
な
ど
の
諸
経
費
支

払
な
ど

○
設
備
資
金

　
営
業
車
両
購
入
、
店
舗
改
装
資
金
、
シ
ス

テ
ム
導
入
、備
品
購
入
な
ど

■
融
資
限
度
額

○
２
千
万
円
 

・
１
千
５
百
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
事
業

計
画
書
の
作
成
が
必
要
で
す
。

■
利
率（
固
定
金
利
）

　
○
１
・
21
％︵
８
月
１
日
現
在
︶

■
返
済
期
間

○
運
転
資
金
7
年
以
内

︵
据
置
期
間
１
年
以
内
︶

○
設
備
資
金
10
年
以
内

︵
据
置
期
間
２
年
以
内
︶

マ
ル
経
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

無
担
保
、
無
保
証
人
、
低
金
利

（
１
・
21
％
）
の
融
資
制
度

■
ご
利
用
頂
け
る
方

○
直
近
1
年
以
上
、当
商
工
会
議
所
の
地
区

内︵
旧
５
町
お
よ
び
、
旧
谷
山
地
区
の
一

部
を
除
い
た
鹿
児
島
市
内
︶
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
法
人
・
個
人
の
小
規
模
事

業
者
。

○
商
工
業
者
で
あ
り
、
か
つ
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
融
資
対
象
業
種
を
営
ん
で
い

る
方
。

○
所
得︵
法
人
︶税
、
市
県
民
税
、
事
業
税
な

ど
、
期
限
の
到
来
し
た
税
金
を
完
納
さ

れ
て
い
る
方
。

○
こ
の
他
に
も
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
相
談
ガ
イ
ド



12アイム【2019年9月】

経営相談ガイド

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
２
２

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
︵
中
小
企
業
倒
産
防

止
共
済
制
度
︶
は
、
取
引
先
の
倒
産
と
い
う
不

測
の
事
態
に
直
面
し
た
中
小
企
業
に
対
し
て
、

国
の
機
関
︵
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
︶
が
迅

速
に
資
金
を
貸
し
出
す
こ
と
で
連
鎖
倒
産
を

防
ぐ
制
度
で
す
。

■
共
済
金
の
借
入

　
万
が
一
、
取
引
先
の
事
業
者
が
倒
産
し
た
こ

と
に
よ
り
売
掛
債
務
な
ど
の
回
収
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
共
済
金
の
借
入
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
取
引
先
の
倒
産
と
は
、
取
引
停
止
処
分
、
私

的
整
理
、
破
産
手
続
き
開
始
の
申
立
て
な
ど
を

い
い
、
災
害
に
よ
る
不
渡
り
、
特
定
非
常
災
害

に
よ
る
支
払
不
能
に
つ
い
て
も
、﹁
倒
産
﹂と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す︵
夜
逃
げ
は
対
象
外
︶。

■
借
入
金
額

　﹁
回
収
困
難
と
な
っ
た
売
掛
金
債
権
等
の

額
﹂
と
﹁
掛
金
総
額
の
10
倍
に
相
当
す
る
額
︵
最

高
８
千
万
円
︶﹂
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
範

囲
内
と
な
り
ま
す
。

■
掛
金

　
掛
金
月
額
は
、
５
千
円
単
位
と
な
っ
て
お

り
、
20
万
円
ま
で
の
範
囲
内
で
自
由
に
選
べ
、

加
入
後
も
増
額
、減
額
で
き
ま
す
。

掛
金
は
総
額
が
８
０
０
万
円
に
な
る
ま
で
積

み
立
て
ら
れ
、
総
額
が
掛
金
月
額
の
40
倍
に
達

し
た
後
は
、掛
け
止
め
も
で
き
ま
す
。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

取
引
先
の
倒
産
に
万
全
の
備
え
を

節
税
効
果
大
！
掛
金
全
額
所
得
控
除
（
最
大
84
万
円
）

※
メ
モ

　
掛
金
は
、
税
法
上
、
全
額
損
金︵
法
人
︶ま
た

は
必
要
経
費︵
個
人
事
業
︶に
算
入
で
き
ま
す
。

≪加入条件≫
資本金額または従業員数のいずれかに該当する個人事業者または会社などで、
１年以上事業を行っている方。

製造業、建設業、運送業その他

卸売業

小売業

サービス業

ゴム製品製造業

ソフトウエア業または情報処理サービス業

旅館業

業　種 資本金額 従業員数

3億円以下

1億円以下

5千万円以下

5千万円以下

3億円以下

3億円以下

5千万円以下

300人以下

100人以下

50人以下

100人以下

900人以下

300人以下

200人以下



13 アイム【2019年9月】

経営相談ガイド

事
業
引
継
ぎ
支
援

「
鹿
児
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ご
案
内

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ア
イ
ム
ビ
ル
13
階
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
９︵
２
２
７
︶１
９
７
７

　
メ
ー
ル
　k

-h
ik
itsu

g
i@

c
h
ic
.o
c
n
.n
e
.jp

　︵
メ
ー
ル
は
当
商
工
会
議
所
H
P
か
ら
の
送
信
が
便
利
で
す
︶

　
中
小
・
小
規
模
企
業
で
は
、
経
営
者
の
高
齢

化
が
進
む
な
か
で
、
後
継
者
へ
の
承
継
が
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
り
、
事
業
を
引
き
継
ぐ
方
が

な
く
廃
業
と
な
る
な
ど
の
事
業
承
継
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　﹁
鹿
児
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

で
は
、
親
族
等
へ
の
引
継
ぎ
を
は
じ
め
、
後
継

者
不
在
で
事
業
の
存
続
に
悩
み
を
抱
え
る
県

内
の
中
小
・
小
規
模
企
業
の
皆
さ
ま
や
、
他
の

企
業
の
譲
り
受
け
を
考
え
て
い
る
方
々
に
対

し
、
事
業
の
承
継
や
譲
渡
な
ど
に
関
す
る
知
識

と
経
験
を
有
す
る
専
門
相
談
員
が
、
適
切
な
助

言
や
情
報
提
供
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■
相
談
例

○
後
継
者
が
い
な
い
の
で
、
引
継
ぎ
先
を
探

し
て
欲
し
い
。

○
個
人
事
業
主
で
あ
る
が
、
事
業
の
引
き
継

ぎ
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。。

○
他
の
企
業
を
譲
り
受
け
た
い
が
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
相
談
し
た
い
。

■
ご
相
談
時
に
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類

○
会
社
概
要︵
事
業
内
容
、沿
革
、組
織
体
制
が
わ
か
る
も
の
︶

　
※
手
書
き
で
も
可

○
決
算
書
、申
告
書︵
直
近
１
期
分
︶

将
来
に
備
え
て
の
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。事
業
承
継
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。﹁
鹿
児
島
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂は
、
公
的
相
談
窓
口
で

す
。

相
談
料

無
料

秘
密
厳
守

【ステップ1】

○事業承継に向けた準備の必要性の確認

　・「事業承継診断票」による現状認識

【ステップ2】

○経営状況・経営課題等の把握

　・課題改善に向けた方向性の明確化

【ステップ3】

○事業承継に向けた経営の見直し

　・将来の事業承継を見据えた企業価値の向上

【ステップ4】

○事業承継計画の策定

○親族内承継や第三者とのマッチングの実施

【ステップ5】

○事業承継の実現

事業承継準備から実現まで

■
具
体
的
な
支
援
の
流
れ
と
内
容

①
お
申
込
み
・
受
付

ま
ず
は
、
お
電
話
か
メ
ー
ル
、
F
A
X
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。受
付
後
担
当
者
か
ら
ご
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
相
談
日
の
日
程
調
整

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
ご
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス

当
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
ま
で
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
専
門
相
談
員
が
事
業
所
へ
お
伺
い
し

ま
す
。相
談
員
が
事
業
承
継
に
向
け
た
疑
問

点
や
お
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け

す
る
と
と
も
に
、
経
営
状
況
の
把
握
や
具
体

的
な
課
題
を
抽
出
し
、
親
族
内
・
従
業
員
承

継
、
第
三
者
承
継
な
ど
の
事
業
引
継
ぎ
に
関

わ
る
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

③
事
業
引
継
ぎ
支
援

ご
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
お
客
様
が
第
三

者
等
へ
事
業
引
継
ぎ
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
金
融
機
関
な
ど
へ
の
橋
渡
し
や
全
国
の

セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
売
り
・
買

い
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す

参考：中小企業庁「経営者のための事業承継マニュアル」（平成29年）
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i n f o r m a t i o n

　
「
平
成
生
ま
れ
の
お
金
の
専
門
家
」 

と
し
て
若
い
人
向
け
に
お
金
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。

　

私
の
家
が
会
計
事
務
所
を
経
営
し
て

い
た
た
め
、
幼
い
頃
か
ら
お
金
に
関
わ

る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
周
囲

の
様
子
を
見
て
い
る
と
お
金
に
関
す
る

リ
テ
ラ
シ
ー
の
差
が
大
き
い
な
と
感
じ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

例
え
ば
、
私
は
学
生
時
代
に
人
前
に

で
る
活
動
を
し
て
い
た
た
め
、
色
々
な

人
と
出
会
う
機
会
も
多
く
、
ま
た
、

育
っ
た
環
境
の
お
か
げ
で
普
通
の
人
よ

り
お
金
の
仕
組
み
に
詳
し
か
っ
た
の
で
、

お
金
に
関
す
る
相
談
を
さ
れ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
同
世
代
の

お
金
の
専
門
家
が
い
な
い
こ
と
や
、
出

回
っ
て
い
る
情
報
と
の
乖
離
を
感
じ
ま

し
た
。
お
金
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
損

を
す
る
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
若
い
世

代
に
も
っ
と
お
金
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
お
金

の
専
門
家
と
し
て
活
動
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

ご
自
身
は
い
つ
頃
簿
記
の
勉
強
を

行
っ
た
の
で
す
か
。

　

高
校
生
の
時
に
親
に
言
わ
れ
て
簿
記

の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
は
普
通

科
で
、
授
業
な
ど
で
簿
記
を
習
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ラ
ス

ト
が
か
わ
い
い
テ
キ
ス
ト
を
見
つ
け
た

の
で
簿
記
の
勉
強
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

学
生
時
代
に
簿
記
２
級
と
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
︵
Ｆ
Ｐ
︶
の
資
格
、

Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
ま
し
た
。
会
計
に
関

す
る
情
報
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
更

新
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
も
簿
記
や
会
計

の
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
若
い
男
性
向
け
の
雑
誌

﹁
F
I
N
E　

B
O
Y
S
﹂
や
、
女
性

向
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
﹁
C
a
n
C
a
m
﹂

の
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
、
﹁
就
活
に
役

立
つ
経
済
の
お
話
﹂
や
﹁
恋
愛
と
貯
金

の
深
い
関
係
性
﹂
な
ど
、
身
近
な
話
題

を
中
心
に
コ
ラ
ム
を
連
載
し
、
簿
記
や

F
P
な
ど
の
知
識
や
資
格
を
生
か
し
て

マ
ネ
ー
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

な
ど
、
お
金
の
専
門
家
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

お
金
に
関
す
る
質
問
で
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
多
い
で
す
か
。

　
﹁
学
生
で
も
お
金
の
知
識
は
必
要
な

の
？
﹂
と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
を
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
若
い
方
は
基
本
的
に

お
金
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
﹁
積
立!

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
﹂
は

非
課
税
な
こ
と
が
ウ
リ
で
す
が
、
な
に

が
﹁
非
課
税
﹂
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な

い
の
で
す
。
ま
た
、
若
い
方
は
投
資
に

簿記を武器に
　ミレニアル世代の
　　　　経済評論家に

7,700万人の受験実績を誇る産業界の信頼ブランド

商工会議所の検定試験

同
世
代
に
お
金
の
知
識
の

　
　
　
　 

大
切
さ
を
伝
え
た
い

お
金
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の

　
　
　
　
　
　  
差
を
埋
め
た
い
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社会人の自己啓発　～日商簿記検定～

第153回 日商簿記検定試験
簿記は、あらゆる業種・職種に役立つビジネスの基礎知識。企業活動を記録・計算・整理して、経営成績
と財務状態を明らかにする技能です。また、経理のみならず、経営や経済への理解力が身につきます。

試　験　日／
受　験　料／

11月17日(日)
１級：7,850円　 2級：4,720円　 3級：2,850円
※インターネット申し込みの場合は、ネット受付事務手数料が別途必要です。

申込受付期間／10月1日(火)～10月25日(金)

※鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、鹿児島商工会議所のホーム
　ページからお申し込みください。
≪窓口受付≫　平日の8:30～17:00
　　　　　　　鹿児島商工会議所　企業支援課　ＴＥＬ：099－225－9522
≪インターネット受付≫　24時間対応（申込期間に限る）
　　　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、 鹿児島商工会議所簿記検定　検索

申込方法

企業が求める資格、第１位※ 
～企業、経済を見る目が養える～
※リクルートエージェントのホームページ「企業が求める資格ランキングトップ10」から引用

本試験から消費税増税により受験料が変わります。

つ
い
て
も
興
味
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

い
う
仕
組
み
か
わ
か
ら
ず
、
教
え
て
も

ら
う
場
所
も
な
い
の
で
﹁
怖
い
﹂
と
い

う
意
識
が
先
立
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

税
金
や
年
金
、
儲
け
や
損
失
と
い
っ
た

お
金
や
会
計
に
関
す
る
知
識
は
、
自
分

が
当
事
者
に
な
ら
な
い
と
必
要
性
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。
起
業
後
、
ご
自
身
の
体

験
を
踏
ま
え
﹁
起
業
前
に
簿
記
を
勉
強

し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
﹂
と
い
う
若

手
経
営
者
の
声
も
聞
き
ま
す
ね
。
ま
た
、

就
職
活
動
で
、
企
業
の
財
務
状
況
な
ど

を
調
べ
る
際
に
簿
記
の
知
識
が
あ
れ
ば
、

数
字
の
意
味
が
わ
か
り
、
企
業
を
よ
り

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
︵
※
︶
な

ど
の
若
い
方
向
け
に
、
お
金
に
関
す
る

知
識
の
啓
発
活
動
や
、
将
来
に
向
け
て

の
資
産
形
成
の
お
手
伝
い
に
力
を
入
れ

て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
お

金
に
関
す
る
書
籍
を
出
版
す
る
な
ど
、

よ
り
多
く
の
方
へ
声
を
届
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

簿
記
を
学
習
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
ず
っ
と
文
系
で
数
字
が
苦
手
で

し
た
。
そ
ん
な
私
で
も
、
簿
記
会
計
の

勉
強
は
で
き
ま
す
し
、
身
に
つ
け
た
知

識
が
役
に
立
ち
ま
す
。

　

経
済
や
商
業
関
係
の
学
校
以
外
で
は
、

簿
記
を
勉
強
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、

﹁
簿
記
っ
て
な
に
？
必
要
な
の
？
﹂
と

思
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
は

Y
o
u

T
u
b
e
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
も
個
人
が
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で

き
る
時
代
で
す
の
で
、
会
計
知
識
や
お

金
に
関
す
る
知
識
は
だ
れ
も
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
設
計
に
役
立
ち
ま
す
の

で
、
お
金
に
関
す
る
知
識
は
若
い
う
ち

か
ら
勉
強
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
は
…
２
０
０
０
年
以
降
に
成
人
、

あ
る
い
は
社
会
人
に
な
る
世
代
を
指
す
言
葉

若
い
う
ち
か
ら

　 

会
計
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

1990年、東京都生まれ。2015年、明治大学大学院卒。MBA。学生時代
には学業の傍らアイドル活動を並行して行うなど異色の経歴を持つ。現
在は税理士事務所にも在籍しながら、「平成生まれの経済評論家」とし
て、「お金のことを誰よりも等身大の目線でわかりやすく」をモットーに
活動し、SNSでの情報発信、各種雑誌などで連載を持ち、お金の知識の
啓発活動を行う。

（横川 楓）よこがわ・かえで

Kaede
Yokogawa

PROFILE
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インフォメーション

特定商工業者の皆さまへ 特定商工業者負担金納入のお願い

■商工会議所は、商工会議所法に基づき、特定
商工業者の実態を把握するために法定台帳
を整備し、商工業の総合的な改善・発達を図
るための基礎資料として役立てています。

■負担金とは、法定台帳の作成、管理および運
用に要する経費の一部に充当するため、鹿児
島県知事の認可を得て、特定商工業者に該当
される方々にご納入をお願いいたしており
ます。本年度の負担金について、ご納入がお
済みでない事業所には、再度請求書をお送り
させていただきますので、期限までにご納入
下さいますようお願い申し上げます。

『特定商工業者』とは？
　鹿児島市内で事業を始めてから6カ月
以上経過している商工業者のうち、資本
金300万円以上の法人、または、従業員
20人以上の法人、個人(商業、サービス
業は5人以上)です。

【お問合せ先】　企業支援課TEL：099(225)9522

年額 2,500円
2019年 9月20日

負担金額

納入期限
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トレンド通信

シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
　
渡
辺 

和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企
業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続
的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著
書『地方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』があ
る。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発
を支援する講演などを実施している。

わたなべ・かずひろ

Watanabe
Kazuhiro

PROFILE

　
先
日
、
京
都
市
観
光
協
会
の
堀
江
卓
矢
Ｄ

Ｍ
Ｏ
企
画
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
官
の
講

演
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。世
界
に
冠

た
る
観
光
都
市
の
地
位
を
築
い
て
い
る
京

都
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
抱
え
て
い

ま
す
。外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
特
定
の
観

光
名
所
に
集
中
し
、
落
ち
着
い
て
観
光
を
楽

し
め
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
発
生
し
、
日

本
人
の
日
帰
り
観
光
客
は
減
少
し
始
め
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
あ
ま
り
お
金
を
落
と
さ
な
い
日

本
人
の
日
帰
り
観
光
客
に
比
べ
、
外
国
人
観

光
客
は
多
く
の
お
金
を
使
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
来
訪
者
数
は
減
ら
さ
な
い
よ
う

に
、
か
つ
混
雑
を
緩
和
す
る
策
を
堀
江
さ
ん

は
考
え
、
情
報
発
信
の
観
点
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。特
定
の
名
所
に
来
る
観
光
客
の

時
間
帯
や
季
節
、
交
通
手
段
な
ど
を
ど
う

や
っ
て
分
散
さ
せ
る
か
に
知
恵
を
絞
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
い
か
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
か
に
腐
心

し
て
い
る
ほ
か
の
地
域
の
観
光
戦
略
に
比

べ
る
と
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
が
、
ど
こ

に
も
ご
苦
労
は
あ
る
も
の
で
す
。

　
堀
江
さ
ん
は
、
今
後
の
高
付
加
価
値
を
生

む
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
と
し
て
、
京
都
の
老

舗
に
見
ら
れ
る
﹁
一
見
さ
ん
お
断
り
﹂
の
ス

タ
イ
ル
に
注
目
し
て
い
る
そ
う
で
す
。す
で

に
顧
客
と
な
っ
て
い
る
人
の
紹
介
が
な
け

れ
ば
来
店
を
断
る
も
の
で
、
特
定
の
リ
ピ
ー

タ
ー
客
だ
け
で
持
続
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成

り
立
た
せ
よ
う
と
す
る
モ
デ
ル
で
す
。不
特

定
多
数
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
違
い
、
個
別
の

お
客
さ
ん
の
好
み
や
要
求
レ
ベ
ル
が
既
に

把
握
で
き
て
い
る
た
め
、
無
駄
な
く
満
足
度

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。お
客
さ
ん
の
信
用
度
も
事
前
に

分
か
り
ま
す
し
、
価
格
が
高
く
て
も
文
句
を

言
わ
れ
な
い
付
加
価
値
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
構
築
で
き
ま
す
。一
方
で
、
顧
客
数
や
売

り
上
げ
を
急
激
に
増
や
し
た
い
と
考
え
る

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
不
向
き
で
す
。

　
こ
の
﹁
一
見
さ
ん
お
断
り
﹂
と
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
京
都
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

り
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
お
客
さ
ん
が

や
っ
て
く
る
土
地
だ
か
ら
こ
そ
成
立
し
た

と
も
い
え
ま
す
が
、
逆
に
、
地
方
の
真
面
目

な
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
小
規
模
な
事

業
者
に
こ
そ
必
要
な
考
え
で
は
な
い
か
と

私
は
考
え
ま
す
。量
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
追
求
す

る
大
手
メ
ー
カ
ー
に
比
べ
て
営
業
効
率
や

製
造
効
率
が
そ
も
そ
も
低
い
地
方
の
つ
く

り
手
は
、
少
な
い
量
で
も
高
付
加
価
値
で

買
っ
て
く
れ
る
質
の
良
い
顧
客
を
開
拓
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
か
ら
で
す
。そ
の
上
で
い
ま
の
顧
客
が
次

の
良
質
な
顧
客
を
連
れ
て
来
て
く
れ
る
た

め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を
ひ
と
言
で

伝
え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
顧
客
が
第
三
者

を
誘
っ
て
く
れ
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
で

す
し
、
ギ
フ
ト
と
同
様
に
﹁
贈
っ
た
側
﹂

﹁
誘
っ
た
側
﹂
の
株
が
上
が
る
よ
う
な
特
別

感
も
大
切
で
す
。ま
た
、
誘
わ
れ
た
側
に
も

﹁
自
分
だ
け
が
選
ば
れ
た
﹂
と
い
う
満
足
感

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
も
効
果
的
で

す
。そ
れ
に
は
い
く
ら
お
金
を
出
し
て
も
手

に
入
れ
ら
れ
な
い
限
定
さ
れ
た
会
員
向
け

の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
こ
と
で

す
。

　﹁
一
見
さ
ん
お
断
り
﹂
を
﹁
顧
客
が
次
の
良

質
な
顧
客
を
連
れ
て
来
て
く
れ
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
﹂
づ
く
り
と
読
み
解
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。　

京
都
の『
一
見
さ
ん
お
断
り
』ビ
ジ
ネ
ス
に
学
ぶ
も
の
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インフォメーション部会委員会活動報告

 

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
強
化

〈
食
品
・
一
次
産
業
部
会
、観
光
・
飲
食
・

交
流
部
会 

合
同
委
員
研
修
会
〉

部会委員会
活動報告

■
日
時
　
6
月
24
日
14
時
30
分
〜

■
場
所
　
当
商
工
会
議
所
14
階
会
議
室

■
講
師

　
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
南
九
州
支
社

　
　
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
　

　
　
　
　
　
課
長
　
東
中
川
　
利
恵
　
氏

■
演
題
　

　
あ
な
た
の
施
設
は
大
丈
夫
？
〜
健
康
増

進
法
の
改
正
に
伴
い
2
0
2
0
年
4
月
か

ら
喫
煙
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
〜

■
概
要

　
今
回
の
健
康
増
進
法
の
改
正
は
、
来
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
に
、
受
動
喫

煙
防
止
対
策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
。

改
正
健
康
増
進
法
は
﹁
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
を
な
く
す
﹂﹁
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影

響
が
大
き
い
子
ど
も
、
患
者
な
ど
に
特
に

配
慮
す
る
こ
と
﹂﹁
施
設
の
類
型
・
場
所
ご

と
に
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
﹂
と
い
う
３

つ
の
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
施
設
に
よ
っ
て
３
つ
の
類
型
に
分
け
ら

れ
、
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

　
①
学
校
、
病
院
、
行
政
機
関
の
庁
舎
な

ど
を
含
む
﹁
第
一
種
施
設
﹂
は
、
原
則
屋

内
禁
煙
。
但
し
、
屋
外
に
喫
煙
所
を
設
け

る
こ
と
が
可
能
。

　
②
第
一
種
施
設
お
よ
び
喫
煙
目
的
施
設

以
外
に
該
当
す
る
﹁
第
二
種
施
設
﹂
は
、

原
則
屋
内
禁
煙
。
但
し
、
屋
内
に
喫
煙
専

用
室
や
加
熱
式
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室
の
設

置
が
で
き
る
︵
条
件
に
該
当
す
る
小
規
模

な
飲
食
店
で
あ
れ
ば
、
店
内
で
喫
煙
が
可

能
と
な
る
場
合
も
あ
る
︶。

　
③
喫
煙
を
主
目
的
と
す
る
バ
ー
、
ス

ナ
ッ
ク
な
ど
を
含
む
﹁
喫
煙
目
的
施
設
﹂

は
、
喫
煙
可
能
。

　
施
設
の
類
型
や
諸
条
件
に
よ
っ
て
対
策

は
異
な
る
。
当
社
で
は
、
事
業
者
が
実
施

す
る
喫
煙
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
無
償

で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
受
動
喫
煙
防
止

に
関
す
る
喫
煙
専
用
室
や
屋
外
喫
煙
所
、

換
気
装
置
の
設
置
や
改
修
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
助
成
や
受
動
喫

煙
防
止
に
関
す
る
詳
細
は
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。
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屋
久
島
で
先
進
事
例
学
ぶ

〈
情
報
・
文
化
部
会
／
観
光
・
飲
食
・

交
流
部
会
合
同
視
察
研
修
〉

 

鹿
児
島
港
の
今
後
に
つ
い
て

〈
商
業
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
令
和
元
年
７
月
23
日
〜
24
日

■
場
所
　
屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
ボ
タ
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
、

　
　
　
　
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
、紀
元
杉
他

■
概
要

　
屋
久
島
は
26
年
前
に
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
以
来
、
毎
年
30
万
人
前
後
の

入
込
者
数
を
維
持
す
る
鹿
児
島
県
が
誇
る

観
光
地
で
あ
る
。

　
情
報
・
文
化
部
会
及
び
観
光
・
飲
食
・

交
流
部
会
は
、
合
同
で
屋
久
島
の
視
察
、

研
修
を
実
施
し
、
自
然
・
文
化
遺
産
と
直

に
ふ
れ
、﹁
自
然
遺
産
の
保
護
と
観
光
資

源
と
の
共
存
﹂
に
関
す
る
先
進
事
例
を
学

ん
だ
。

　
ま
ず
、
屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

で
ガ
イ
ド
や
映
像
で
の
説
明
を
受
け
、
屋

久
島
の
自
然
・
文
化
に
関
す
る
地
理
的
特

性
と
屋
久
杉
保
護
の
変
遷
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
た
。ま

た
、
現
地
視
察
と
し
て
、
屋

久
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

保
護
管
理
協
議
会
が
運
営
・
管

理
す
る
白
谷
雲
水
峡
、
ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
等
を
見
学
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
自
然
遺
産

を
保
護
し
な
が
ら
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
事
例
を
現
地

で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
有
意
義
な
視
察
に
な
っ

た
、
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

■
日
時
　
令
和
元
年
７
月
23
日

■
場
所
　
ホ
テ
ル
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

　
　
　
　
3
階
　
五
條

■
講
師

　
鹿
児
島
市
　
建
設
局

　
都
市
計
画
部
　
都
市
計
画
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
主
幹
　
外
薗
　
正
和
氏

■
演
題

　
鹿
児
島
港
の
歴
史
・
現
状
・
今
後

■
概
要

　
鹿
児
島
港
は
１
３
４
１
年
に
島
津
家
５

代
貞
久
が
、
多
賀
山
の
東
福
寺
城
を
６
代

氏
久
の
居
城
と
し
た
と
き
に
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
以
来
現
在
の
本
港
区
を

中
心
に
台
場
や
波
止
が
造
ら
れ
た
が
、
１

９
６
０
年
代
以
降
、
貨
物
輸
送
量
の
増
大

や
船
の
大
型
化
に
伴
い
、
埋
め
立
て
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
鹿
児
島
港
は
ほ
と

ん
ど
が
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
港

で
あ
る
。

　
鹿
児
島
港
は
港
湾
の
種
類
と
し
て
﹁
重

要
港
湾
﹂
に
位
置
付
け
ら
れ
、
海
上
輸
送

網
の
拠
点
と
な
る
港
湾
、
国
の
利
害
に
重

大
な
関
係
を
有
す
る
港
湾
に
該
当
し
、
特

に
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
な
ど
を
中
心

に
大
型
客
船
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
整
備

を
行
っ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
港
の
今
後
の
予
定
は
、
本
港
区

で
は
今
年
度
よ
り
本
港
区
エ
リ
ア
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
事
業
者
公
募
の
た
め
の
要

項
を
作
成
し
、
今
年
度
中
に
公
募
を
開
始

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

3
月
に
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
の
各
テ
ナ
ン

ト
が
営
業
を
終
了
し
、
6
月
に
は
定
期
借

地
契
約
が
終
了
す
る
。

　
そ
の
他
に
も
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

は
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
加
や
大
型
化
に

対
応
す
る
た
め
の
岸
壁
を
国
が
整
備
し
、

さ
ら
に
臨
港
道
路
の
未
整
備
区
間
︵
鴨
池

中
央
港
区
線
︶
を
令
和
4
年
度
ま
で
に
整

備
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
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快進撃企業に学べ

会
長
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

　
熊
本
県
宇
城
市
三
角
町︵
う
き
し
・
み
す

み
ま
ち
︶の
戸
馳︵
と
ば
せ
︶島
に
、
有
限
会

社
宮
川
洋
蘭
と
い
う
積
極
的
に
６
次
産
業

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
社
が
あ
る
。場
所

は
天
草
諸
島
の
入
り
口
で
、熊
本
駅
か
ら
は

Ｊ
Ｒ
三
角
線
で
約
50
分
の
波
多
浦
駅
で
下

車
し
、20
分
ほ
ど
歩
い
た
田
園
風
景
の
の
ど

か
な
町
に
あ
る
。橋
で
つ
な
が
っ
た
と
は
い

え
、
総
面
積
約
７
k
㎡
、
人
口
約
１
２
０
０

人
の
小
さ
な
島
で
あ
る
。

　
同
社
の
主
事
業
は
、
社
名
の
通
り
、
胡
蝶

蘭
、
カ
ト
レ
ア
な
ど
、
約
３
０
０
品
種
の
花

の
栽
培
と
、蘭
を
使
っ
た
企
画
商
品
の
販
売

な
ど
で
あ
る
。創
業
は
１
９
７
２
年
。宮
川

家
の
二
代
目
で
あ
る
宮
川
政
友
氏
が
、蘭
の

将
来
性
に
着
目
し
、地
元
で
は
初
と
な
る
蘭

栽
培
を
開
始
し
た
。

　
そ
の
後
、新
品
種
の
開
発
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
国
内
外
の
先
進
地
へ
の
視
察
や
、

国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
花
の
展
示
会
へ
の

積
極
的
な
出
展
な
ど
に
よ
り
、次
第
に
評
価

を
高
め
て
い
っ
た
。自
分
の
手
で
、
直
接
お

客
さ
ま
に
蘭
を
届
け
た
い
と
、２
０
０
４
年

か
ら
は
Ｉ
Ｔ
を
利
活
用
し
、希
望
者
に
店
舗

か
ら
洋
蘭
を
宅
配
す
る
﹁
店
舗
直
送
蘭
﹂
を

ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
06
年
か
ら
は
、
洋
蘭

を
自
宅
に
届
け
る
会
員
組
織
﹁
洋
蘭
頒
布

会
﹂も
始
め
た
。

　
ま
た
、
11
年
か
ら
は
、
同
社
が
栽
培
し
た

洋
蘭
の
規
格
外
の
花
を
利
活
用
し
、オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
﹁
森
の
グ
ラ
ス

ブ
ー
ケ
﹂
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。ち
な

み
に
、
こ
の
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
は
、
半
永
久

的
に
枯
れ
な
い
た
め
、仏
壇
飾
り
な
ど
と
し

て
評
価
が
高
く
、現
在
で
は
同
社
の
主
力
商

品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
現
在
で
は
、

パ
ー
ト
社
員
を
含
め
、
社
員
数
30
人
強
、
売

上
高
も
約
３
億
円
に
ま
で
発
展
し
た
。ま

た
、
年
間
宅
配
件
数
も
全
国
各
地
に
及
び
、

今
や
５
万
件
を
超
え
て
い
る
。ま
さ
に
、
研

究
機
能
、
生
産
機
能︵
栽
培
機
能
︶、
そ
し
て
、

直
販
機
能
を
有
す
る
６
次
産
業
化
の
モ
デ

ル
企
業
で
あ
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、同
社
は
地
域
全
体
の
発

展
に
も
熱
心
で
、地
域
の
過
疎
化
が
進
行
す

る
中
、
何
と
か
人
口
流
出
を
止
め
た
い
と

﹁
近
い
将
来
は
１
０
０
人
雇
用
、
10
億
円
売

り
上
げ
﹂を
高
ら
か
に
目
標
に
掲
げ
、
息
子

で
あ
る
宮
川
将
人
専
務
を
中
心
に
、さ
ら
な

る
経
営
革
新
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
余
談
だ
が
、
戸
馳
島
は
元
々
菊
や
バ
ラ
、

あ
る
い
は
イ
チ
ゴ
や
ミ
カ
ン
の
栽
培
農
家

が
多
か
っ
た
の
だ
が
、同
社
の
活
動
に
触
発

さ
れ
、
洋
蘭
を
栽
培
す
る
農
家
が
１
軒
、
２

軒
と
増
え
て
い
き
、今
や
10
数
軒
に
上
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、日
本
を
代
表
す
る
蘭
の
一

大
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

熊
本
で
頑
張
る
6
次
産
業
『
宮
川
洋
蘭
』

25：00 7：00 ￥300





℡

鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
報

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

令
和
元
年
九
月
一
日
発
行

︵
毎
月
一
日
発
行
︶

発
行
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

印
刷
所
　
有
限
会
社
ク
リ
ア

定
価
　
四
百
円

︵
会
員
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